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XRISM Resolve による、りゅうこつ座η星の近星点通過時の観測結果について報告する。

りゅうこつ座η星は、約5.5年の軌道周期をもつ大質量連星系である。この連星系は2025年8月下旬に近星点を通過し、
極端な軌道条件下における風衝突領域の物理状態と幾何構造を調べる貴重な機会をもたらした。我々は、この近星点通
過の時期に X-ray Imaging and Spectroscopy Mission（XRISM）を用いてりゅうこつ座η星を観測できたので、軟X線分
光装置 Resolve により得られた初期成果を報告する。

観測は、軌道位相 -0.002 から 0.005 に対応する約2週間をカバーした。この間、X線強度は最大で約15%の緩やかな変動
を示した一方で、全体的なスペクトル形状に大きな変化は見られなかった。Resolve スペクトルでは、水素様およびヘ
リウム様イオンからの輝線に加え、低電離 Fe K 輝線および Fe K 吸収端が明瞭に検出された。

低電離 Fe K 輝線については、約20 km/s の装置ゲイン不定性の範囲内で、有意なドップラー速度は検出されなかった。
これは、約200 km/s の青方偏移を示す高電離輝線とは対照的である。この速度差は、風衝突領域に付随する高温・高電
離プラズマ成分と、比較的低電離の物質に由来する蛍光成分という、異なるスペクトル成分が共存していることを示唆
する。

さらに、高電離 Fe 輝線および低電離 Fe K 輝線の双方において、顕著な低エネルギー側のテール成分が検出された。こ
れらの特徴は、近星点付近のりゅうこつ座η星が高密度物質に取り囲まれた、特異な散乱環境にあることを示している
可能性がある。

本講演では、初期解析に基づき、これらのスペクトル特徴に対する予備的な解釈について議論する。
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